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会議所は企業の要、地域の灯会議所は企業の要、地域の灯

20232023 77
会員数918名会員数918名

▲イメージ写真（七夕）

無担保、無保証人、低利子で融資無担保、無保証人、低利子で融資
～マル経融資制度～

利子補給（1.0％）制度が利用できます!
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により
「㈱日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問
い合わせください。☎ 22－8330

担保、保証人 不　要

貸 付 限 度 額 2,000万円

返 済 期 間 10年以内（＊運転資金は7年以内）

利 率 年1.07％（令和 5 年 7月1日現在）

融 資 対 象

従業員（家族従事者、パート、法人
の役員除く）が商業・サービス業
は5名以下、製造業・その他は20
名以下の小規模事業者

令和５年7月１日現在令和５年7月１日現在

　～小規模事業者の販路開拓等のための取り組みを支援する～
◇「第13回小規模事業者持続化補助金」の申請受付
◇潮流を読む
　上場企業の企業価値経営の本質的な意味合いとは
◇トレンド通信　「川上思考、川下思考のすすめ」
◇中小企業のセキュリティ対策　用語や仕組みの解説書発行
◇LOBO５月結果
　３カ月連続改善　～５類移行で活動回復～
◇青年部の窓
　【事業報告】　【事業予定】
◇館山市商店会連合会　令和5年度定時総会を開催
◇職場のかんたんメンタルヘルス　
　『やる気』のスイッチを入れる方法
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小規模事業者の販路開拓等のための取り組みを支援する

免税事業者から適格請求書発行事業者に転換する場合、一律 50万円の補助上限上乗せ（最大 250万円）

「第 13回小規模事業者持続化補助金」の申請受付は9/7（木）締切！「第 13回小規模事業者持続化補助金」の申請受付は9/7（木）締切！
【事業目的】 
小規模事業者※が経営計画を自ら策定し、商工会・商工会議所の支援を受けながら取り組む販路開拓を支援
※常時使用する従業員数が「商業・サービス業（宿泊業、娯楽業を除く）」の場合 5 人以下、それ以外の業種の場合 20

人以下である事業者

【措置内容】
免税事業者から適格請求書発行事業者に転換する事業者 ( インボイス転換事業者 ) を対象に、全ての枠で一律に 50
万円の補助上限を上乗せし、販路開拓（税理士への相談費用を含む ) を支援します。　

【申請要件】
〇賃金引上枠 ⇒事業所内最低賃金を地域別最低賃金より +30 円以上とした事業者
〇卒業枠 ⇒小規模事業者として定義する従業員数を超えて規模を拡大する事業者
〇後援者支援枠 ⇒アトツギ甲子園のファイナリスト等になった事業者
〇創業枠 ⇒過去 3 年以内に「特定創業支援事業」による支援を受け創業した事業者
〇インボイス特例 ⇒免税事業者のうち適格請求書発行事業者の登録を受けた事業者
※2021 年 9 月 30 日から 2023 年 9 月 30 日の属する課税期間で一度でも免税事業者であった又は免税事業者で

あることが見込まれる事業者のうち、適格請求書発行事業者の登録が確認できた事業者であること。
　ただし、補助事業の終了時点でこの要件を満たさない場合は、特例は適用されません。 
※過去の公募回において、「インボイス枠」で採択され事業を実施した事業者は「インボイス特例」の対象外です。

【補助対象】
店舗改装、広告掲載、展示会出展費用、設備処分費、委託・外注費など

【活用例】 ※太字＋下線が本補助金の対象経費
事例①：古民家をカフェとして営業するため、厨房を増設。加えて、地元飲食店とのコラボメニュー開発や、地域住民

の協力を得て様々なイベントをカフェで開催。
事例②：蕎麦屋が地元特産のかき揚げをセットメニューに追加するため、高性能フライヤーを導入。新規顧客の増加、

顧客単価アップを目的として地元メディアに広告を出稿。                     

【今後のスケジュール】 　※申請要件等の詳細は、下記事務局 HP に掲載の公募要領等をご確認ください。
応募締切：2023 年 9 月 7 日（木）【第 13 回受付締切】
　　　　　※第 12 回までの様式では申請が出来ませんのでご注意ください。必ず最新の様式で申請ください。
応募方法：原則 jGrants による電子申請

※電子申請に必要な G ビズ ID プライムアカウントの発行には、一定の期間がかかりますので、電子申請を
お考えの方は、先にアカウントを発行することをお勧めします。電子申請先は公募要領をご確認ください。

補助率 2/3　（賃金引上げ枠のうち赤字事業者は 3/4）

50万円

通常枠
特別枠

賃金引上げ枠 後継者支援枠卒業枠 創業枠

補助上限 50万円 200万円

インボイス特例 ※インボイス特例の要件を満たす場合は、
　上記補助上限額に 50万円上乗せ。
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「
上
場
企
業
の
企
業
価
値
経
営
の
本
質
的
な
意
味
合
い
と
は
」

「
上
場
企
業
の
企
業
価
値
経
営
の
本
質
的
な
意
味
合
い
と
は
」

　

東
京
証
券
取
引
所
が
今
年
３
月

31
日
に
公
表
し
た
「
市
場
区
分
の

見
直
し
に
関
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
会
議
」
第
９
回
の
資
料
で
は
、

企
業
は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
期

待
す
る
中
長
期
的
な
企
業
価
値
向

上
の
実
現
を
問
わ
れ
て
い
る
と
指

摘
し
た
。
特
に
、
Ｐ
Ｂ
Ｒ
（
株
価

純
資
産
倍
率
）
１
倍
割
れ
の
企
業

の
経
営
層
、
取
締
役
会
に
は
、
Ｐ

Ｂ
Ｒ
な
ど
の
指
標
の
改
善
に
向
け

た
方
針
や
具
体
的
な
取
り
組
み
、

そ
の
進
捗
（
し
ん
ち
ょ
く
）
状
況

の
開
示
な
ど
、
十
分
な
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
Ｐ
Ｂ
Ｒ
１

倍
割
れ
と
は
、一
般
的
に
市
場（
こ

の
場
合
プ
ラ
イ
ム
市
場
、
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
市
場
）
で
の
企
業
の
株
式

時
価
総
額
が
簿
価
の
純
資
産
を
下

回
っ
て
い
る
状
況
を
指
す
。

　

２
０
２
２
年
６
月
に
経
済
産
業

省
が
公
表
し
た
「
経
済
産
業
政
策

新
機
軸
部
会
中
間
整
理
」
の
中
で

は
、「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
を
構
成
す
る

企
業
の
約
４
割
が
、
株
式
時
価
総

額
が
純
資
産
を
下
回
る
」
状
況
に

あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
加
え
て
、

代
表
的
な
企
業
の
新
陳
代
謝
に
も

触
れ
て
お
り
、「
設
立
30
年
以
内

の
企
業
の
各
市
場
の
代
表
的
な
指

標
構
成
企
業
の
企
業
価
値
に
占
め

る
割
合
は
米
国
24
・
５
％
、
欧
州

12
・
４
％
に
対
し
て
日
本
は
５
・

４
％
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
主
因

と
し
て
、

①�

世
界
的
な
産
業
構
造
の
変
化
に

日
本
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
を
十
分
進

め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

②�

急
速
な
少
子
高
齢
化
に
よ
り
日

本
国
内
市
場
の
規
模
が
縮
小

し
、
そ
れ
に
適
応
し
て
き
た
日

本
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
が
通

用
し
な
く
な
っ
た
こ
と

③�

人
的
投
資
を
含
め
て
成
長
投
資

が
低
迷
し
た
こ
と

を
挙
げ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
、
政
府
の
責
任
に
も

言
及
し
、
政
府
の
産
業
政
策
の
新

た
な
視
点
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
と
そ

の
実
効
性
を
高
め
る
経
済
社
会
構

造
改
革
が
不
足
し
て
い
た
と
の
認

識
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
、
同
中
間
整
理
で
は
政
府
と

し
て
も
１
９
９
０
年
代
以
降
に
構

造
改
革
な
ど
の
政
策
対
応
を
行
っ

て
き
た
が
、
状
況
を
変
え
る
に
至

ら
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
へ
の
対
応
と
し
て
、
政
府

は
今
年
の
５
月
16
日
に
公
表
し
た

同
部
会
の
「
第
２
次
中
間
整
理　

骨
子
（
案
）
に
つ
い
て
」
で
は
、

２
０
２
１
年
以
降
政
府
が
取
り
組

ん
で
い
る
「
経
済
産
業
政
策
の
新

機
軸
［
注
１
］」
を
「
ミ
ッ
シ
ョ

ン
志
向
の
産
業
政
策
（
８
分
野
）」

に
再
構
成
し
た
。
こ
こ
で
の
８

分
野
と
は
「
Ｇ
Ｘ
：
今
後
10
年
で

１
５
０
兆
円
超
の
官
民
投
資
、
そ

の
た
め
に
20
兆
円
規
模
の
政
府
支

援
」「
Ｄ
Ｘ
：
２
０
３
０
年
ま
で

に
国
内
で
半
導
体
を
生
産
す
る
企

業
の
合
計
売
上
高（
半
導
体
関
連
）

を
15
兆
円
超
」「
経
済
安
全
保
障
：

自
律
性
向
上
、
優
位
性
・
不
可
欠

性
確
保
、
国
際
秩
序
維
持
」「
健

康
：
２
０
５
０
年
に
公
的
保
険
外

サ
ー
ビ
ス
77
兆
円
」「
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
：
２
０
５
０
年
に
適
応
市
場

が
途
上
国
で
約
70
兆
円
に
成
長
」

「
バ
イ
オ
も
の
づ
く
り
：
２
０
３

０
年
時
点
で
総
額
92
兆
円
の
市
場

規
模
」「
資
源
自
律
経
済
：
２
０

３
０
年
に
80
兆
円
、
２
０
５
０
年

に
１
２
０
兆
円
の
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

エ
コ
ノ
ミ
ー
市
場
を
実
現
」「
地

域
の
包
摂
的
成
長
：
可
処
分
所
得

／
時
間
の
向
上
等
を
通
じ
希
望
出

生
率
を
１
・
８
に
回
復
、
将
来
的

に
は
更
な
る
希
望
向
上
へ
」
で
あ

る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
８
分
野
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
効
性
を
高
め
る

べ
く
、
経
済
社
会
構
造
を
改
革
の

た
め
に
「
社
会
基
盤�

（
Ｏ
Ｓ
）
の

組
換
え
（
５
分
野
）」
と
し
て
、「
人

材
：
物
価
上
昇
を
超
え
る
賃
上
げ

の
継
続
的
な
実
現
」「
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
：
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
投
資
額
を
今

後
５
年
で
10
倍
」「
価
値
創
造
経

営
：
日
本
の
代
表
的
企
業
が
Ｐ
Ｂ

Ｒ
１
倍
超
え
と
な
る
割
合
を
２
０

３
０
年
に
８
割
に
」「
日
本
社
会

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
：
２
０
３
０
年

に
対
内
直
接
投
資
残
高
を
１
０
０

兆
円
に
」「
デ
ー
タ
駆
動
型
行
政
」

と
し
て
い
る
。

　

同
「
第
２
次
中
間
整
理　

骨
子

（
案
）」
の
中
で
は
、
こ
れ
ら
の
再

構
成
さ
れ
た
産
業
政
策
の
新
機
軸

は
、「
国
内
投
資
」「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」「
所
得
向
上
」
と
い
う
三
つ

の
要
素
の
好
循
環
の
「
持
続
化
」

へ
の
期
待
を
醸
成
し
て
い
く
と
し

て
い
る
。
政
府
は
、「
国
内
投
資
」

と
「
所
得
向
上
」
は
「
マ
ク
ロ
環

境
の
変
化
」
と
し
て
捉
え
て
い

る
。「
失
わ
れ
た
30
年
」
と
い
う

デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
が
ま
ん
延
し
て

い
た
マ
ク
ロ
環
境
か
ら
の
「
潮
目

の
変
化
」
が
生
じ
て
い
る
と
の
現

状
認
識
が
示
さ
れ
た
。政
府
に
は
、

今
が
こ
の
「
潮
目
の
変
化
」
を
持

続
的
な
成
長
に
つ
な
げ
る
ラ
ス
ト

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
の
危
機
感
が

あ
る
。

　

社
会
基
盤
の
組
換
え
５
分
野
の

中
に
「
価
値
創
造
経
営
」
が
あ
り
、

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
一
翼
を

担
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
政
府
は

「
大
企
業
も
ア
ニ
マ
ル
ス
ピ
リ
ッ

ツ
を
発
揮
す
る
『
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
型
』
に
」
と
し
て
大
企
業
に
組

織
と
し
て
の
マ
イ
ン
ド
の
変
化
を

求
め
て
い
る
。
上
場
企
業
は
企
業

価
値
向
上
の
一
つ
の
指
標
で
あ
る

Ｐ
Ｂ
Ｒ
を
テ
ク
ニ
カ
ル（
技
術
的
）

に
１
倍
超
に
す
れ
ば
良
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
。
経
済
社
会
構
造

の
変
革
を
促
す
よ
う
な
上
場
企
業

の
“
気
概
”
の
変
化
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら

中
長
期
的
に
は
投
資
家
も
そ
れ
を

求
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
上

場
企
業
の
経
営
層
は
、
こ
の
こ
と

を
念
頭
に
置
き
、
中
長
期
的
な
企

業
価
値
向
上
の
道
筋
を
示
し
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
５
月
19
日
執
筆
）

［
注
１
］�以
下
の
５
分
野
。「
Ｇ
Ｘ（
Ｇ
Ｉ

基
金
２・７
兆
円
を
含
む
２
０

兆
円
規
模
の
先
行
投
資
支
援

等
の
成
長
志
向
型
カ
ー
ボ
ン

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
構
想
の
具
体

化
・
実
行
）」「
Ｄ
Ｘ（
半
導
体
・

次
世
代
計
算
基
盤
構
築
２
兆

円
超（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
支
援
、
Ｒ
ａ

ｐ
ｉ
ｄ
ｕ
ｓ
支
援
等
）、
蓄
電

池
０
・
５
兆
円
等
）」「
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
５
カ
年
計
画（
補
正

１
兆
円
、
７
つ
の
税
制
改
正

等
）」「
リ
ス
キ
リ
ン
グ
等『
人

へ
の
投
資
』支
援（
５
年
で
１

兆
円
）」「
中
小
企
業
の
成
長

（
事
業
再
構
築
補
助
金
（
合
計

２・４
兆
円
）、も
の
づ
く
り
補

助
金
等
）」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社
大
和
総
研

金
融
調
査
部　

主
席
研
究
員　
　

　
　

内
野　

逸
勢
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「
明
日
は
千
葉
で
田
植
え
で

す
。」
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
高

島
屋
の
和
菓
子
バ
イ
ヤ
ー
さ
ん
が

そ
う
言
う
の
で
事
情
を
聞
く
と
、

同
じ
部
署
の
人
た
ち
と
交
代
で
毎

年
田
植
え
に
参
加
し
て
い
る
と
の
こ

と
。そ
こ
で
育
て
た
も
ち
米
は
老
舗

の
和
菓
子
屋
さ
ん
に
納
入
さ
れ
、そ

れ
を
原
材
料
に
つ
く
ら
れ
た
和
菓

子
が
高
島
屋
で
販
売
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。普
段
、和
菓
子
を
売
る

立
場
の
人
が
、原
材
料
づ
く
り
の
第

一
歩
か
ら
体
験
す
る
こ
と
で
、
商
品

に
対
す
る
知
識
が
深
ま
り
愛
着
も

湧
き
ま
す
。こ
う
し
た
経
験
に
基

づ
い
て
、
商
品
や
そ
の
原
材
料
を
つ

く
っ
て
く
れ
る
人
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
持
っ
て
販
売
に
臨
め
る
と
い
い

ま
す
。

　

中
国
の
故
事
成
句「
飲
水
思
源
」

（
い
ん
す
い
し
げ
ん
）と
は
、
受
け
た

恩
や
物
事
の
基
本
を
忘
れ
な
い
と

い
う
意
味
で
す
が
、
ま
さ
に
そ
れ
を

地
で
行
く
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　

小
売
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
直

接
お
客
さ
ん
に
接
す
る
業
態
で
は
、

こ
う
し
た
考
え
で
生
産
者
さ
ん
を

訪
ね
た
り
、自
ら
も
の
づ
く
り
を
経

験
し
た
り
す
る
例
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

　

特
に
食
品
で
顕
著
で
す
が
、
ス
ー

パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
だ
け
で
な
く
ど
ん

な
売
り
場
で
も
、
消
費
者
は
手
に

取
っ
た
商
品
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
原

材
料
や
生
産
地
、
生
産
事
業
者
を

確
認
し
ま
す
。そ
れ
だ
け
商
品
の

上
流
を
さ
か
の
ぼ
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
ー
に
対
す
る
要
求
を
持
つ
消

費
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
一
方
で
、
食
品
の
分
野
で
も
普
段

消
費
者
と
接
す
る
こ
と
の
な
い
Ｂ
ｔ

ｏ
Ｂ
の
事
業
で
は
、
自
社
の
製
品
を

ず
っ
と
川
下
ま
で
追
い
か
け
て
行
く

例
は
少
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

最
終
的
に
ど
こ
へ
行
く
の
か
把
握
で

き
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
た
め
で
す
。

　

和
歌
山
の
梅
農
家
で
こ
の
よ
う

な
話
を
聞
き
ま
し
た
。そ
こ
で
出

荷
さ
れ
る
梅
を
使
っ
た
梅
酒
は
と

て
も
人
気
が
高
く
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

や
香
港
な
ど
海
外
で
も
売
ら
れ
て

い
ま
す
。国
内
向
け
に
は
高
品
質
の

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
売
ら
れ
る
梅
酒
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
海
外
市
場
で

は
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
シ
ョッ
プ
の
ル
ー

ト
を
通
じ
て
、
格
安
の
梅
酒
と
い
う

位
置
付
け
で
売
ら
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。

　

こ
れ
は
、
海
外
向
け
の
梅
酒
製

造
を
手
掛
け
る
メ
ー
カ
ー
向
け
に

原
材
料
を
卸
し
て
い
る
商
社
が
、ま

と
ま
っ
た
量
を
安
く
仕
入
れ
て
、
特

に
高
品
質
と
い
う
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

も
し
な
い
ま
ま
酒
造
メ
ー
カ
ー
に

売
っ
た
た
め
で
す
。生
産
者
と
し
て

は
いっ
た
ん
商
社
に
売
っ
て
し
ま
っ
た

ら
、そ
の
先
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
知

る
こ
と
も
、コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
。つ
く
り
手
と
し
て

は
、
本
来
ど
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
、ど
の
地

域
で
も
高
級
な
原
材
料
と
い
う
ブ

ラ
ン
ド
を
確
立
し
た
い
の
で
す
。

　

近
年
、
地
方
発
の
も
の
づ
く
り
で

は
、
従
来
Ｂ
ｔｏ
Ｂ
向
け
の
ビ
ジ
ネ
ス

し
か
手
掛
け
て
こ
な
か
っ
た
事
業
者

が
、
消
費
者
向
け
の
商
品
に
進
出

す
る
例
が
増
え
て
い
ま
す
。農
業
や

水
産
、畜
産
で
い
え
ば
生
産
者
が
原

材
料
を
加
工
し
て
商
品
を
つ
く
る
、

い
わ
ゆ
る「
６
次
化
」も
そ
の
流
れ
の

一つ
で
す
。６
次
化
を
う
た
う
商
品

が
多
く
の
ケ
ー
ス
で
う
ま
く
い
か
な

い
の
は
、
消
費
者
の
感
じ
る
価
値
と

価
格
の
関
係
を
、
生
産
者
が
よ
く

理
解
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
原
因
の一

つ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

原
材
料
の
生
産
か
ら
加
工
、
製

造
、
販
売
と
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
が

あ
り
ま
す
。時
に
は
自
分
の
ビ
ジ
ネ

ス
の
上
流
や
下
流
を
徹
底
的
に
た

ど
る
こ
と
で
、価
値
の
発
生
源
を
再

確
認
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

日
経
Ｂ
Ｐ
総
合
研
究
所�

上
席
研
究
員　
　

渡
辺　

和
博

「
川
上
思
考
、
川
下
思
考
の
す
す
め
」

ト
レ
ン
ド
通
信

ト
レ
ン
ド
通
信

■法　　律	 千葉県産業振興センター

■税　　務	 佐藤　裕介　先生
	 根本　嘉美　先生

■商標	特許	 神崎　正浩　先生
ご相談のときは事前にご連絡下さい。
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中
小
企
業
の　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

安
全
な
利
用
へ
の

理
解
が
不
可
欠

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
お
よ
び
そ
れ
ら
を
使
っ
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
サ
ー
ビ
ス

は
、社
会
に
深
く
浸
透
し
て
お
り
、

日
常
生
活
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な

い
生
活
基
盤
の
一
部
と
な
っ
て
い

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
サ
ー
ビ
ス
が
次

か
ら
次
へ
と
登
場
し
て
く
る
が
、

そ
れ
ら
を
ト
ラ
ブ
ル
な
く
安
全
に

利
用
す
る
た
め
に
は
、
製
品
の
取

扱
説
明
書
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
内

容
、
利
用
規
約
な
ど
を
よ
く
読
ん

で
、
そ
の
仕
組
み
や
注
意
す
る
ポ

イ
ン
ト
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
新
し
い
言
葉
や
聞
き

な
れ
な
い
用
語
も
多
く
、
全
て
を

調
べ
理
解
す
る
の
は
な
か
な
か
大

変
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機

構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
で
は
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
安
全
に
利
用
す
る
た
め

の
対
策
を
取
る
上
で
、
ぜ
ひ
知
っ

て
お
き
た
い
用
語
や
仕
組
み
（
技

術
名
称
や
サ
ー
ビ
ス
名
称
な
ど
）

複
数
の
要
素
で

認
証
強
化
を

　

本
資
料
で
は
19
の
用
語
に
つ
い

て
解
説
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の

う
ち
五
つ
は
「
認
証
」
に
関
す
る

用
語
と
な
っ
て
い
る
。イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
に
当
た
り
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド

な
ど
で
認
証
を
行
っ
て
い
る
が
、

認
証
情
報
の
漏
え
い
な
ど
に
よ
る

不
正
ロ
グ
イ
ン
が
続
い
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
認
証
強
化
は
サ
ー
ビ

ス
提
供
者
も
利
用
者
も
意
識
す
べ

き
対
策
項
目
と
い
え
る
。不
正
ロ

グ
イ
ン
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
も
、「
認
証
」に
関

す
る
用
語
や
仕
組
み
を
理
解
し
て

ほ
し
い
。

　

こ
こ
か
ら
は
本
資
料
の
中
か
ら

理
解
し
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い

認
証
技
術「
多
要
素
認
証
」を
取
り

上
げ
て
解
説
す
る
。

■
多
要
素
認
証
と
は

　

認
証
す
る
た
め
の
要
素
を
大
別

す
る
と「
記
憶
」「
所
持
」「
生
体
情

報
」の
三
つ
の
要
素
が
あ
る
。こ
れ

ら
複
数
の
要
素
で
認
証
す
る
こ
と

を
多
要
素
認
証
と
い
い
、
特
に
二

つ
の
要
素
で
認
証
す
る
こ
と
は
二

要
素
認
証
と
も
い
う
。「
記
憶
」
と

は
パ
ス
ワ
ー
ド
や
Ｐ
Ｉ
Ｎ
コ
ー
ド

（
個
人
識
別
番
号
）
な
ど
の
“
覚
え

て
い
る
情
報
”、「
所
持
」は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
や
ワ
ン
タ
イ
ム
パ
ス

ワ
ー
ド
ト
ー
ク
ン
（
パ
ス
ワ
ー
ド

生
成
機
）な
ど
の“
所
持
し
て
い
る

も
の
”、「
生
体
情
報
」は
静
脈
や
指

紋
、顔
の
情
報
な
ど
の“
身
体
的
特

徴
な
ど
”を
指
す
。

　

例
え
ば
ロ
グ
イ
ン
画
面
で
パ
ス

ワ
ー
ド
を
入
力
後
、
自
身
の
携
帯

電
話
に
ワ
ン
タ
イ
ム
パ
ス
ワ
ー
ド

が
記
載
さ
れ
た
Ｓ
Ｍ
Ｓ
（
シ
ョ
ー

ト
メ
ー
ル
）が
送
信
さ
れ
、そ
の
ワ

ン
タ
イ
ム
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
す

る
こ
と
で
ロ
グ
イ
ン
す
る
サ
ー
ビ

ス
が
あ
る
。パ
ス
ワ
ー
ド
を
２
回

入
力
す
る
た
め
、
一
見
多
要
素
認

証
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
が
、

Ｓ
Ｍ
Ｓ
は
電
話
番
号
宛
に
送
信
さ

れ
る
の
で
、
携
帯
電
話
を
所
持
し

て
い
る
人
に
し
か
見
ら
れ
な
い
性

質
を
生
か
し
て
多
要
素
認
証
の
要

件
を
満
た
し
て
い
る
。自
身
が
利

用
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
に
不
正
ロ

グ
イ
ン
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
積
極

的
に
多
要
素
認
証
を
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

独
立
行
政
法
人

　

情
報
処
理
推
進
機
構　

江
島　

将
和

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
そ
れ
ら
に

つ
い
て
の
概
要
や
よ
く
あ
る
疑
問

点
な
ど
を
解
説
す
る
「
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
10
大
脅
威
知
っ
て
お

き
た
い
用
語
や
仕
組
み
」
を
発
行

し
た
。　
　

　

本
資
料
は
３
章
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
ま
ず
、
１
章
で
は
、
理
解

し
て
お
く
べ
き
「
脆
弱
性
（
ぜ
い

じ
ゃ
く
せ
い
）」「
修
正
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
適
用
」「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
」「
写
真
の
位
置
情
報
」
な

ど
の
用
語
や
仕
組
み
を
解
説
し
て

い
る
。
２
章
で
は
、
で
き
れ
ば
理

解
し
て
お
き
た
い
「
Ｖ
Ｐ
Ｎ
（
Ｖ

ｉ
ｒ
ｔ
ｕ
ａ
ｌ　

Ｐ
ｒ
ｉ
ｖ
ａ
ｔ

ｅ
Ｎ
ｅ
ｔ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
＝
仮
想
専
用

通
信
網
）」「
Ｃ
ｏ
ｏ
ｋ
ｉ
ｅ（
ク
ッ

キ
ー
）」「
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
認
証
」

な
ど
の
用
語
や
仕
組
み
を
解
説
。

３
章
で
は
、
改
め
て
確
認
し
て
い

た
だ
き
た
い
「
Ｈ
Ｄ
Ｄ
（
ハ
ー
ド

デ
ィ
ス
ク
）
の
デ
ー
タ
消
去
」
や

そ
の
他
の
Ｉ
Ｔ
用
語
な
ど
に
つ
い

て
解
説
し
て
い
る
。
先
に
挙
げ
た

用
語
で
実
は
よ
く
理
解
せ
ず
に
利

用
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
れ

ば
、
本
資
料
を
手
に
取
っ
て
ほ
し

い
。

用
語
や
仕
組
み
の
解
説
書
発
行
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日
本
商
工
会
議
所
は
５
月
31

日
、
５
月
の
商
工
会
議
所
Ｌ
Ｏ
Ｂ

Ｏ
（
早
期
景
気
観
測
）
の
調
査
結

果
を
発
表
し
た
。
５
月
の
全
産
業

合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
▲
６
・
２

（
前
月
比
プ
ラ
ス
４
・
９
㌽
）
で
先

行
き
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、
▲
９
・
５

（
今
月
比
▲
３
・
３
㌽
）。
業
種
Ｄ

Ｉ
は
、３
カ
月
連
続
で
改
善
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
別
で
は
、
北
海
道
、
東

北
、
関
東
、
東
海
、
関
西
、
四
国

の
６
ブ
ロ
ッ
ク
で
改
善
し
、
北
陸

信
越
、
中
国
で
悪
化
。
九
州
は
横

ば
い
だ
っ
た
。

　

５
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ

Ｉ
は
、
▲
６
・
２
と
前
月
を
４
・
９

㌽
上
回
っ
た
。
行
動
制
限
の
な
い

大
型
連
休
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
５
類
移
行
に
よ
る
消

費
マ
イ
ン
ド
の
改
善
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
・
国
内
需
要
の
回
復
で
、
飲

食
・
宿
泊
関
連
の
サ
ー
ビ
ス
業
、

百
貨
店
・
土
産
品
販
売
な
ど
小
売

業
で
改
善
し
た
。

L O B O
5 月結果

３
カ
月
連
続
改
善

３
カ
月
連
続
改
善

～
５
類
移
行
で
活
動
回
復
～

～
５
類
移
行
で
活
動
回
復
～

　

製
造
業
で
は
、
底
堅
い
国
内
の

設
備
投
資
需
要
の
下
支
え
で
改
善

し
、
卸
売
業
で
も
製
造
・
小
売
・

サ
ー
ビ
ス
業
か
ら
の
引
き
合
い
増

加
で
改
善
し
た
。
建
設
業
で
も
、

政
府
予
算
に
よ
る
公
共
工
事
の
受

注
増
で
改
善
し
た
。
原
材
料
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
や
人
材
確

保
に
向
け
た
賃
上
げ
な
ど
の
コ
ス

ト
負
担
増
、
需
要
回
復
に
伴
う
人

手
不
足
、
価
格
転
嫁
が
十
分
に
追

い
つ
い
て
い
な
い
な
ど
、
経
営
の

重
荷
は
多
い
が
、
経
営
活
動
の
さ

ら
な
る
回
復
で
、
中
小
企
業
の
業

況
改
善
が
続
い
て
い
る
。

　

先
行
き
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
▲
９
・

５（
今
月
比
マ
イ
ナ
ス
３
・
３
㌽
）。

個
人
消
費
の
拡
大
や
観
光
需
要
の

回
復
、
企
業
の
設
備
投
資
の
増
加

な
ど
、
経
済
活
動
の
改
善
が
期
待

さ
れ
る
一
方
、
需
要
増
に
人
材
が

追
い
付
か
ず
、
受
注
機
会
の
損
失

が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、原
材
料
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
継
続
に

よ
る
コ
ス
ト
負
担
増
や
、
コ
ス
ト

増
に
見
合
う
価
格
転
嫁
が
十
分
に

追
い
つ
い
て
い
な
い
中
、
海
外
経

済
の
鈍
化
に
よ
る
外
需
停
滞
懸
念

な
ど
、
中
小
企
業
の
先
行
き
不
安

は
根
強
く
、厳
し
い
見
方
が
続
く
。

充実した設備と
　細かいサービス
大型カラー印刷機完備 !!

お気軽にお問合せください

○チラシ・パンフレット印刷
○オンデマンド印刷
　データ入稿～印刷～製本
○記念誌・自分史・郷土史
　写真集・自費出版　etc…

館山本社・館山工場
館山市山本226　〒294-0014
TEL.0470-22-2277
FAX.0470-23-2278

千葉支社（経営本部）
千葉市中央区生実町2498-8　〒260-0813
TEL.043-300-8661
FAX.043-300-8665
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青年部の窓

　館山市商店会連合会（代表理事　角田吉夫）では、
6月 13日（火）に令和 5年度定時総会を開催した。
　総会では、令和４年度の事業報告・決算報告と、
令和５年度の事業計画（案）・収支予算（案）等の
議案が承認された。
　商店会連合会は、館山市内の商業会（商店街団体）
が結集し、会員相互の密接な連携のもとに商店街
の繁栄や商業の健全な発展に資するべく諸事業を
展開している。
　昨年度は、令和 5 年 1 月 21 日（土）～ 2 月
28日（火）に商店街スタンプラリーを開催した。
商店街スタンプラリーは、商店会連合会に加盟す
る各商店街が複数連携し、住民にあらためて買物
を楽しんでいただき、また市街地への集客力を再
向上させ、市内の商店や商店街の活性化を図るこ
とを目的に参加商店街を結んだスタンプラリーを
実施している。諸物価の高騰やコロナ後の景気低
迷の影響を受けながらも、約 16,700 枚の台紙を
発行し、2,155 枚の応募をいただいた。
　商店会連合会では、次年度へ向けても商業者を
取り巻く経営環境は依然として厳しいと予想され
るが、会員各位の絶大なる協力により「お買物は
地元商店で」を合言葉に、地域経済活性化を目指
した積極的な事業運営でこの難局を乗り越えて行
きたいと考えている。
　総会終了後に開かれた懇談会には、三沢智千葉
県県議会議員、石井博臣館山市副市長、亀井徹経
済観光部長、島本一樹雇用商工課長、小柴紳一郎
雇用商工課係長、平松貴日本政策金融公庫館山支
店支店長、上條長永館山市観光協会会長の皆様に
ご来賓として出席いただき、地域経済の再生につ
いて活発な意見交換が行われた。

【事業報告】
　『館山駅前朝市』7月 8 日に第２回目の朝市を実
施しました！
　次回 8月もお楽しみに！たくさんのご来場をお
待ちしております！
　詳細は、下記でご確認ください。
　http://yeg.tateyamacity.or.jp/archives/3815

【事業予定】

『花火とフラメンコ2023』開催決定！
　今年も館山観光まつり�館山湾花火大会にあわ
せ、『花火とフラメンコ 2023』を開催いたします！
　全国大学フラメンコ連盟［フレスポン］による
フラメンコと花火の共演を、ぜひ会場でお楽しみ
ください！

　日頃より、ご支援・ご協力を賜り厚くお礼申し�
上げます。
　�さて、会費１年分（令和５年度分）の引落を、

令和５年7月27日（木）
にご指定の口座より引落をさせていただきます。
　ご用意をお願いいたします。
　なお、特定商工業者負担金（令和５年度分）も
合わせて引落させていただきます。（同意書をいた
だいてる事業所のみ）

＊お問合せ＊
館山商工会議所（TEL22-8330）鈴木まで

令和５年度
会費口座引落のご案内
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「
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
」
を
先
延
ば
し
に
し
て

い
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
○
○

だ
か
ら
で
き
な
い
」
と
理
由

を
付
け
て
「
や
る
べ
き
こ
と
」

か
ら
目
を
そ
ら
し
て
し
ま
っ

た
り
、「
今
日
こ
そ
や
ろ
う
」

と
思
っ
て
も
、
あ
っ
と
い
う

間
に
時
間
が
過
ぎ
去
り
憂
鬱

（
ゆ
う
う
つ
）
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
し
た
経
験
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

場
面
で
「
や
る
気
」
の
ス
イ
ッ

チ
を
入
れ
、
集
中
し
て
取
り

組
む
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

趣
味
や
好
き
な
こ
と
に
集

中
し
て
い
て
、
時
間
が
た
つ

の
も
、
ご
飯
を
食
べ
る
の
も

忘
れ
る
く
ら
い
夢
中
に
な
っ

た
経
験
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
集
中
し
て

や
り
続
け
ら
れ
る
能
力
が
備

わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
。
集
中
で
き
な

い
の
は
「
気
持
ち
」
の
問
題

で
す
。
や
る
べ
き
こ
と
を
先

延
ば
し
に
し
な
い
た
め
に
、

気
持
ち
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
方
法
の
一
つ
は
「
形

か
ら
入
る
」
こ
と
で
す
。
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
た
め
に
道
具

を
そ
ろ
え
た
り
、
料
理
を
す

る
た
め
に
良
い
包
丁
を
買
っ

た
り
す
る
こ
と
を
思
い
浮
か

べ
る
人
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
形
か
ら
入
る
と
い
う

と
、
う
わ
べ
だ
け
で
内
容
が

伴
わ
ず
に
無
駄
だ
と
思
い
が

ち
で
す
が
、
実
は
イ
メ
ー
ジ

を
具
体
化
さ
せ
る
と
明
確
な

行
動
に
つ
な
が
り
や
す
い
の

で
す
。道
具
だ
け
で
は
な
く
、

環
境
も
同
じ
で
す
。つ
ま
り
、

仕
事
の
前
に
デ
ス
ク
周
り
を

片
付
け
る
、
照
明
の
明
度
を

変
え
る
な
ど
も
有
効
で
す
。

場
所
に
よ
り
ま
す
が
、
仕
事

モ
ー
ド
の
音
楽
を
か
け
る
の

も
い
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
仕
事
が
た
ま
っ
て

い
る
と
き
は
、
何
か
ら
手
を

付
け
て
い
い
か
分
か
ら
な
く

な
り
、
や
る
気
が
起
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま

ま
思
考
停
止
の
状
態
に
な
っ

て
し
ま
う
の
は
危
険
で
す
。

人
間
の
脳
は
、
一
度
ス
ト
ッ

プ
し
て
し
ま
う
と
、
再
び
ア

ク
セ
ル
を
踏
ん
で
ス
タ
ー
ト

す
る
の
に
時
間
が
か
か
る
の

で
す
。

　

そ
の
た
め
、
ま
ず
は
「
動

く
こ
と
」
が
大
切
で
す
。
と

は
い
っ
て
も
、
や
み
く
も
に

手
を
出
し
て
は
な
か
な
か
う

ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

お
勧
め
し
た
い
の
が
、「
や

る
べ
き
こ
と
の
書
き
出
し
」

で
す
。
現
状
を
き
ち
ん
と
把

握
し
、一
覧
で
見
る
こ
と
で
、

漠
然
と
し
て
い
た
自
分
の
タ

ス
ク
が
整
理
さ
れ
ま
す
。
頭

の
中
で
思
い
浮
か
べ
る
だ
け

で
は
細
部
が
ぼ
ん
や
り
し
、

優
先
順
位
が
あ
い
ま
い
に

な
り
ま
す
。
リ
ス
ト
を
書
き

出
す
の
は
、
紙
で
な
く
と
も

視
覚
的
に
管
理
で
き
る
も
の

で
あ
れ
ば
、
ア
プ
リ
な
ど
を

利
用
し
て
も
い
い
と
思
い
ま

す
。

　

気
に
入
っ
た
文
具
や
小
物

を
そ
ろ
え
る
の
も
効
果
的
で

す
の
で
、「
形
か
ら
入
る
な

ん
て
」
と
敬
遠
せ
ず
に
、
試

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日
本
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
支
援
機
構

代
表
理
事　

大
野　

萌
子

『
や
る
気
』
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
方
法


